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じ

東海地方西部のサ変動詞 “セJレ" の成立をめぐって

従
来 、
東
海
東
山
方
言の
特
徴
と
し
て 、
い
わ
ゆ
る
東
西
方
言の
対立
的
事

項
や
「ズ」
系・「ラ」
系
推
量
辞 、
助
動
詞「マ
イ
(カ)」
に
よ
る
勧
誘法

な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れて
き
た
が 、
乙
の
サ
変
動
詞グセ
ルd
(以
下 、
活
用

型
式
と
し
て
の
扱
い
は
こ
う
記
し 、

活
用
形
と
区
別
す
る)

ば
あ
ま
り
注
意
さ

れ
てい
ない 。
東
条
操
氏は
『日
本
方
言
学』
(吉
川
弘
文
飴
昭
和却)
で 、

右の
事項
な
ど
の
説
明に
続
き 、

ζ
の
東
海
東
山
方
言で
は 、
名
古
屋
市
を
中心
と
する
オ
キャ
lセ

言
葉

は 、
終
助
詞ナモ
と
共に
よ
く
知
ら
れて
い
る 。
乙
れ
は
名
古
屋の
下
町

に
よ
く
発
達
し
た
もの
で
分
布の
狭い
方で
あ
る 。
そ
ん
なと
と
有
ラス

カ
の
反
語
形
式 、
行コ
7
イ
(カ)
の
勧
誘
形
式 、
サ
変
動
詞の
下一
段

化
「セ
ル」
な
ど
はと
れに
比べ
る
と
使
用
区
域が
広い
(灯
頁)。

と
述べ
てい
る
が 、
そ
の
後乙
れ
を
広い
視
野で
扱っ
た
もの
は
少い
様で
あ

る 。し
か
し 、
今 、
『日
本
言
語
地
図』
日
「か
た
あ
し
と
び
を
する」
他的
行

加
卯
な
ど
の項、
『
表
現
文法
の
全
国
的
調
査
研
究』
叩
「
早く
引引」 、
馬
瀬

良
雄
『
信
州の
方
言』
(昭
和必)
同
『
上
伊
那の
方
言』
(昭
和田)
な
ど
の

ノレ

の

成

立

を

め

ぐ
っ

て

彦

坂

ι=­
主主

佳

調
査・
報
告を
総
合
す
る
と 、
岐
阜
県
美
濃
地
方・
長
野
県
南
信
地
方か
ら
愛

知
県全
域を
経て
静
岡
県
西
部に
か
け 、
広く
「セ
ル」
の
ま
と
まっ
た
分
布

が
現
れて
く
る 。
一
方 、
乙
れ
と
対照
的な
上一
段式
「シ
ル」
が 、
乙
れ
を

閉
む
様に
北
陸・
甲
信
越・
静
岡
県
東
部か
ら
関
東に
か
けて
分
布
する 。
と

れに
よ
る
と 、
「セ
ル」
は
東
海
地
方
西
部
に
広
が
る
特
有な
方
言
事
象と
し

注1

て 、
注
目
すべ
き
もの
と
思
われ
る
ので
ある 。
先の
よ
く

言及
さ
れ
る
事項

が
国
語
史
的に
も
重
要
な
もの
で
あるの
に
対し 、
「セ
ル」
は
僅言
的
存
在

と
して

注
意
さ
れに
く
かっ
た
の
で
あ
ろ
う 。

各
県
単
位に
は
調
査・
研
究
も
あ
り 、
下一
段
化の
程
度
もい
く
ら
か
分か

る 。
岐
阜
県につ
い
て 、
奥
村
三
雄
編
『
岐
阜
県
方
言の
研
究』
(昭
和日)

に
は
美
濃
地
方の
下一
段
型

グセ
ルd
の
記
載
が
見え 、
活
用
形に
よっ
て
は

ゆ
れ
も
ある
が
東
美
濃
地
方K
著し
く 、
西
美
濃に
行く
と
「シ
ル」
系
も
混

じ
る
様に
な
る
とい
う 。
愛知
県で
は 、
『日
本
方
言の
記
述
的研
究』
(昭
和

但)
『
方
言
学
講
座』
第二
巻
(昭
和初)
な
ど
に
名
古
屋
市
近
郊の
「セ
ル」

を
報
告し 、
や
や
遡っ
て
『口
語法
調
査
報
告
書』
(
明治鈎)
に
よ
れ
ば 、

〈
為
う〉
の
形に
当る
「セ
l」

(志士山・
推
量
形)
が
愛
知
県
に
広く
点
在

す
る乙
と
も
分か
る 。
私の
知る
と乙
ろ 、
県
南
部の
知
多地
方で
は
連
用
形

と
未
然
形の
内
「ウ
(ヨ
ウ
と
に
続
く
場
合
に
「シ」
の
形
が
保た
れが
ち
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な
外は 、
終
止
連
体
形
「セ
ル」
を
初め
と
し
「セ」
に
語
幹
を
統一
し
た
活

用
形
態
が
強く 、
東
部
の
渥
美
地
方で
は
「セ
ン」
(打
消
形)
「セ
l」

(窓

士山
形)
「セ
タ(
テ・
タイ)」
「セ
ル」
「セ
リャ」
「セ
ヨ」
と
下一
段
型が

老
年
層に
顕
著で
あ
り 、
束三
河全
体にと
う
し
た
傾
向が
あ
る 。
例
え
ば 、

『
方
言
談
話
資
料』
ω
所
収の
北
設
楽
郡
富
山
村
の
場
合
も
下一
段
式
が
強い 。

静
岡
県で
は
『全
国
方
言
資
料』
第三
巻
所
収の
掛
川
市
の
場
合
も
「セ
ル」

が
多
く 、
小
池
誠二
『遠
州
方
言
集』
(昭
和必)
に
連
用
形
「セ
テ
ヤル」

が
あ
る
と乙
ろ
を
み
る
と 、
や
は
り 、
か
な
り
下一
段
化
の
傾
向が
窺え
る 。

「セ
ル」
は
『
静
岡
県
方
言
辞
典』
(明
治必)
に
もみ
え
る 。
た
だ 、
乙
乙
に

は
「シ
ル」
も
耕輔
り 、
中
条
修一編
『
静
岡
方
言
の
研
究』
(昭
和町)
に
よ
れ

ば 、
静
岡
市
周辺
は
グシ

ルd
とい
う 。
と
の
あ
た
りが
両
者の
境
界か
と
思

わ
れ
る 。
各
県と
も
連
用
形
「シ」
は
強く 、
若
年
層や
特
定
の
活
用
形に
は

「シ
ン」
(打
消
形)
な
ど
上一
段
的
変
種
も
混じ
る乙
と
が
あ
る
が 、
以
上に

注2

よ
れ
ば
全
体
と
し
て
下一
段
式

グセ
ルグ
が
東
海
東
山
方
言
の一
角に
存
在
す

るこ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う 。

さて
そ
の
歴
史
的な
面
と
な
る
と 、
い
ま
だ
論じ
た
もの
が
ない 。
芥
子
川

律
治
『
名
古
屋
方
言
の
研
究』
(昭
和必)
に 、
近
世
後
期
名
古
屋
の

グセ
ルd

を
述べ
てい
て
参
考に
な
る
が 、
下一
段
化
の
程
度 、
分
布
領
域、
更に
そ
の

発
生
要
因と
時
期な
ど
につ
い
て
は
未
解
決
のこ
と
が
らで
あ
る 。

一
体 、
国
語(中
央
語)
史の
教え
る
と乙
ろに
よ
れ
ば
か
な
り
安
定
してい

た
サ
変
型
活
用
が 、
語
幹
ま
で
も
改め
て
別
の
活
用
型に
移
行
す
る乙
と
は
注

目
すべ
きと
と
で
あ
り 、
そ乙
に
何か
固
有の
方
言
的
特
性
が
想
定さ
れ
る
の

で
あ
る 。
方
言
事
象
の
史
的
解
明は一
般に
難
し
く 、
グセ

ルH
の
場
合
も
同

様で
あ
る
が 、
本
稿はζ
の
問
題につ
い
て 、
近
世
後
期の
資
料
を
中心に 、

あ
る
程
度の
推
測
も
ま
じ
え
て
考
察
を
試み
たい 。
た
だ 、
今
は
グセ

ルd
の

成
立
と
分
布の
あ
ら
ま
し
を
中心
に
し 、
Hシルd

と
の
詳しい
境
界
の
問
題

や
両
者に
お
け
る
史的
動
向
の
違い
につ
い
て
は
深
入
りし
ない
で
お
く 。

と
の
地
域の
方
言
文
献は
尾
張を
中心
と
し 、

写
実
的な
も
の
は近
世
後
期

注3

を
待た
ね
ば
な
ら
ない 。
乙
れに
よっ
て 、
尾
張
地
方の
状
況
を
考
え
る乙
と

か
ら
始め
たい 。
今 、
党政
か
ら
文
政
期の
郷土
本
戯
作
類と
熱田
の一
婦
人

き
の

注4

喜
之に
よ
る
説
教の
記
録に
よっ
て 、
サ
変動
詞
の
状
況
を
ま
とめ
て
み
た
の

が
表ー
で
あ
る 。
な
お 、
サ
変が
意
志・
推
量
の
助
動
詞「ウ
(ヨ
ウ)」
に

続
く
場
合はい
ろい
ろ
な
形が
想
定
さ
れ 、
漢語サ
変動
詞
の
場
合
も
語
幹
末

音の
性
格な
ど
に
よっ

て
活
用
傾
向が
異る
た

め 、
別
個に
扱
う乙
と

と
し 、
表ー
はと
れ
ら

を
除い
た
もの
を
掲
げ

て
おい
た 。

表
を
み
る
と 、
終
止

連
体
形
は
既に
下一
段

式
「セ
ル」
が
相
当
な

勢
力
を
み
せ 、
未
然

形・
命
令
形
は
元
来

「セ」
を
語
幹
と
す
る

も
ので
あ
るこ
と
を
考

え
る
と 、
サ
変
型に
対

する
下一
段
化
傾
向が

一 、
グセ

ルd
の
成立
と
分
布

<為>の変種

ぷ戸
会 話 地

サ 変 そ の{也 サ変 そ の他
未 然 形 セ 114 *シ 4 セ 3 
連 用 形 シ 332 *セ 4 シ 112
終止・ 連 体形 ス

ス
l レ5 9 l セ J レ74 ス ル84 セ 21 ス 2 ノレ

仮定(己然)形 ス レ 2 ス レ 6スリャ1
命 Jμ h、 形 セ ヨ 7 セイ 1セイ 1

表1
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東海地方西部のサ変動詞 “セJレ" の成立をめぐっ て

強
く
現
れ
て
い
る 。
と
の
傾
向は一
般
庶
民
の
登
場
す
る
資
料に
著し
く 、
遊

里
を
舞
台と
す
る
も
の
や
固い
表
現
も
混じ
る
説
教
記
録
に
や
や
少
い 。
と

の
長
グセルH

の
方
言
的
性
格が
窺
え
よ
う 。
た
だ
し 、
以
下
特に
不
都
合は

な
い
の
で 、
両
者
を一
括
し
て
扱
う 。
な
お 、
他
に
少
例
な
が
ら
上一
段
的

「シ」
もみ
え
る 。

ま
ず
下一
段
式につ
い
て
み
よ
う 。

終
止
連
体
形
「セ
ル」
は
用法
も
広
く 、
反
省
意
識の
勝る
地
の
文
(ト
書

き)
に
も
現
れ
て 、
既に
か
な
り一
般
的で
あっ
たと
と
を
思わ
せ
る 。

O
さ
や
う
で
や 、
ぼ
うさ
あ
の
船
見
な
さ
れや
し
ょ 、
何か
せ
る
(
春
秋
酒

子
伝
釘
オ

出
入
の
日
傭
頭
↓
主
人
の
子
供)

O
評に
云 、
此
女ハ:::
風
呂へ
入
れ
ば
大尻
を
苦に
し 、
や
せ
た
い
/\

と
名
古
屋
中の
神
仏
を
あへ
も
のに
せ
る
た
ち
也
(女
楽
巻川)

O
其
時に
あいつ
が
親が 、
腹
を
切
て
死ん
だ 。
き
う
せ
る
と 、
一
人
り
の

やっ

ゆヘ

奴が
「
私が
心
が
至
らぬ
故に 、
あ
な
た
は
お
は
ら
を
被
成た
が 、
是は

いつ
haaう色

ま
どう

ζれ
われ

ど
う
せ
う
/\」
と
言て
居
内に 、
そ乙へ
魔
道
め
が
来
て 、
「
是 、
汝

も
死
ね
/\」
と
言た。
さ
う
せ
る
と 、
や
がっ
て
そ
いつ
も
腹
を
切
て

tν
4amつ

死ん
で
仕
舞
た
な
ふ
(お
経
様別)

連
用
形
の
「セ」
は 、
敬
語
辞
「ナ
サ
レ

ル」
の
命
令
形
の一
種
「ッ
サ

レ」
に
続
く
場
合 、
期
待さ
れ
る
「しつ
さ
れ」
一
例(女
楽
巻)
に
対し
「せ

っ
さ
れ」
四
例
(傷
窓
紗・
お
経
様)
と
し
て 、
承
接
上
の
ゆ
れ
の
現
象
の
中

に
現
れ
る 。
ζ
の
点 、
熟
し
た
形で
は
な
い
が 、
下一
段
化
傾
向に
合
致し
た

勤
き
の一
つ
で
あ
ると
と
は
注
意
さ
れ
る 。

一
方、
上一
段
的
未
然
形
「シ」
四
例は 、
ζ
れ
も
助
動
詞
「
ラレ
ル」
へ

続
く
場
合
の
ゆ
れ
と
し
て
現
れ
る 。
「
お
経
様」
で
は 、
右
の
形に
対し 、
地­

会
話
K
合せ
て
八
例
「せ
ら
れ
る」
形
が
み
え 、
「シ」
形は
必
ず
し
も
盛ん

で
は
な
い
と
と
に
な
る 。
し
か
も 、
乙
の
形は
次
の
様花 、

O肉
天と
じ
きに
U
ら
れ
て
や 、
ぐ
れ
ん
て
う
の
八
が
男が
たh
ん
阿川一お

れ
が
立
て〉
や
る
に
さ一川一ヤン
ヤ
/\

嗣凶持
品
凶
お
とh
い
ご
ざ
れ
(女

楽
巻
m
ぐ
れ
者
八
I
口
入
毘
の
亭
主)

おとC

ふたつき

O

同MM一た
とへ
い
ろ
男で
な
い
と
て
も 、
二
月
も三
月
も
来た
く
らゐ
な

ら 、
うぬ
がよ
ふ
な
古い
げ
ん
さい
は
息
の
根のと
ま
る
ほ
ど
ぶ
ち
のめ

す阿凶M一そ
り
ゃ
疑い
きへ
晴
れ
る
く
らゐ
な
ら
ど
ふ
し
ら
れで
もへ
い

は
な
(
夢
中
角
庵
戯
言お
ウ
なじ
み
客
1
女
郎)

庶
民
の
中の
ぐ
れ
者一
例 、
遊
里に
働
く
亭
主・
遊
女三
例と
位
相
的に
偏
り

が
ちで
あ
る 。
ち
な
み
に 、
資
料
性に
問
題
が
あっ
て
除い
た
「足
九
時
季」

(文
化6)
に
「
Uら
れ
る」
二
例 、
「独
案
内」
(文
化4)
に
「し
る」
一

例と
類
例が
あ
る
が 、
江
戸
言
葉を
模
倣し 、
弥
次・
北に
擬し
た
主
人
公
の

例で
あ
ると
と
も
参
考に
な
る 。

表ー
に
示
さ
な
かっ
た
も
のにつ
い
て
は
ど
うで
あ
ろ
うか 。

漢
語
サ
変の
場
合 、
上一
段
化
しや
すい
とい
わ
れ
る 、
一
字
漢
語で
語
幹

末が
援
音・
促
音・
長
音の
も
の
な
ど
の
場
合は 、
「
案じ
る」「
発し
る」「
念

じ
る」
と乙
れに
従っ
て
い
る 。
し
か
し 、
右
の
条
件
の
外
に
あ
る
も
のに

は 、
や
は
り
「
趣
向せ
る」
「
介
抱
せ
る」
「承
知
せ
る」
「
療
治せ
る」
な
ど

下一
段
式が
か
な
り
認
め
ら
れ
る 。
「進
ぜ
る」
だ
け
は
上
方・
江
戸と
も
下

一
段
型
を
と
ると
と
が
多く 、
尾
張
も
同
様で
あ
る 。
他に 、
サ
変
型
活
用
が

期
待さ
れ
る
も
の
が
四
段
的な
形
を
と
る
場
合が
地
の
文に一
例み
え
る 。

ト
声
を
か
け
れ
ど
も
返
事
せ
ぬ
ゆ
へ
考
へ
て
お
る
と
・
。

O
同凶み
ん
な
る
すか
な
/\

万八 、
乙いつEの
子を泣かせてじゃま剖んと前

史認
均一
初

一司:.
む
(
浮
後
遊
戯
嶋
邸)

尾
張に
おい
て 、
一
般に
サ
変の
四
段
化は
活
発で
ない 。
乙
の
点 、
右
は
語

幹
母
音アに
誘
わ
れ
た
臨
時
的
な
形
で
あ
ろ
う 。
活
用
型
の
ゆ
れに
際し
て
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は 、

乙
う
し
た
形
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が 、

他
に
類
例
が
な
く
微
弱
に
終
わ

っ
て
い
る 。

乙
乙
で
も 、

下
一

段
化
傾
向
は
強
い
ζ
と
に
な
る 。

次
に
助
動
詞
「
ウ
(
ヨ
ウ)
」

が
承
接
す
る
未
然
形
の
場
合
を
吟
味
し
て
み

よ
う 。

先
の
資
料
で
は
「
せ
う」

表
記
二
O
余
例 、
「
し
や
ふ
(
う)
」
「
し
ょ

ふ」

各
一

O
例
弱 、
「
し
よ
」

六
例 、
「
し
よ
う」

四
例
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る

が 、
「
し
よ
う」
「
し
よ
ふ」

は
遊
里
を
描
く
戯
作
に
現
れ
る
率
が
か
な
り
高

く 、
「
せ
う」

は
全
て
の
資
料
に
最
も
多
い 。

ζ
の
点 、

少
く
と
も
一

般
庶
民

の
間
で
は
「
シ
ョ
l

」

が
優
勢
で
「
シ
・
ヨ
ウ
」

は
有
っ

て
も
微
弱
で
あ
っ
た

ろ
う 。

さ
て 、

後
の
『
愛
知
県
方
言
集』
(
大
正
9)

に
も
〔
シ
ョ
ウ〕
(
乙
れ

は
「
シ
ョ
l

」

の
発
音
を
示
す 。
「
シ
ョ
ウ
」

は
〔
シ
・
ヨ
ウ〕

表
記
の
は
ず

で
あ
る
が
記
載
な
し)

が
最
も
多
い
が 、

ま
た
〔
セ
イ〕
〔
セ
・
ヨ
ウ〕
〔
セ
・

ウ〕

も
あ
る 。
『
口
語
法
調
査
報
告
書』

や
今
日
の
渥
美
地
方
な
ど
に
「
セ
1

」

が
あ
る
と
と
は
述
べ
た 。

と
の
点 、
「
せ
う」

表
記
は
「
セ
l」

「
セ
ウ
」

の
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
商
が
あ
る 。

以
上
に
よ
れ
ば 、

乙
の
場
合
は
積
極
的
に

「
シ
」

の
語
幹
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
く 、

せ
い
ぜ
い
「
セ
」

に
や
や
外
れ

が
ち
な
形
で
あ
っ
た
程
度
と
考
え
ら
れ
る 。

加
え
て 、

乙
の
形
は
用
法
の
似
た

方
言
形
「
セ
l

ズ
」
(
後
出)

の
存
在
を
考
慮
す
る
と 、

そ
れ
程
の
使
用
頻
度

も
な
い 。

以
上
に
よ
れ
ば 、

全
体
に
サ
変
型
に
対
し
強
い
下
一

段
化
傾
向
の
存
在
が
認

め
ら
れ
る
乙
と
に
な
る 。

そ
し
て 、

乙
れ
は
右
の
様
相
か
ら
み
て
終
止
連
体
形

か
ら
始
ま
り 、

寛
政
期
よ
り
か
な
り
以
前
に
き
ざ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る 。

方
言
蓄
の
類
K
も
『
宮
批
言
葉
の
掃
溜』
(
文
政
4)

に
「
乙
と
づ

て
せ
る
」
「
つ
い
よ
う
(
通
用)

せ
る
」

な
ど
が
あ
り 、

高
津
龍
『
浪
越
方
言

集』
(
文
政
6)

に
「
セ
ル

セ
ル
ハ
ス
ル
也

易
チ
ナ
ス
也

美
濃
ニ
テ
シ

冷2
良リ

ル
ト ー

云」

と
あ
る 。

馬
琴
『
早朝
旅
漫
録』
(
享
和
2)

に
は
「
名
古
屋
人
は 、

す
る
と
い
ふ
を
せ
る
と
い
ふ 。
「
コ
ウ
お
っ
せ
る
「
ど
う
せ
る
「
何
い
は
っ
せ

る
の
た
ぐ
ひ
な
り」
(
廿
四
名
古
屋
批)

と
あ
る 。
「
お
っ
せ
る
」
「
い
は
っ
せ

る
」

は
敬
語
辞
で
不
適
切
な
例
で
あ
る
が 、

彼
が
と
の
「
セ
ル
」

形
に
注
意
を

引
か
れ
た
と
と
が
知
ら
れ
る 。

乙
れ
ら
に
よ
っ

て
も
先
の
様
相
は
証
さ
れ
よ

.
つ。
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さ
て 、

地
方
を
舞
台
と
す
る
郷
土
本
以
外
の
滑
稽
本
に
も 、

と
の
「
セ
ル
」

が
見
出
せ
る 。
一

九
『
木
曽
街
道
膝
栗
毛』
(
文
化
9
1

日)

に 、

美
濃
地
方

を
中
心
に
番
場
・

程
ケ
井
か
ら
馬
箆
あ
た
り
ま
で
「
セ
ル
」

が
多
数
み
え 、

上

松
あ
た
り
か
ら
北
は 、

逆
に
「
シ
ル
」

が
続
い
て
現
れ
る 。
『
東
海
道
中
膝
栗

毛』
(
文
化
2
1

6)

で
は 、

藤
枝
・

金
谷
(
静
岡
県
西
部) 、

藤
川
・

岡
崎(
愛

知
県)

に
土
地
人
の
「
セ
ル
」

の
例
が
散
見
さ
れ 、

桑
名
で
尾
張
方
言
風
の
言

葉
を
使
う
旅
の
回
舎
者
の
例
が
出
て
断
え
る 。
「
シ
ル
」

は
見
当
ら
な
い 。

三

河
・

遠
州
墳
を
舞
台
と
す
る
『

間
一時
的一

九
之
道
記』
(
文
化
日)

に
も
数
例
現

れ
る 。

と
れ
ら
は
サ
変
変
穏
に
つ
い
て 、

微
細
か
つ
信
頼
す
べ
き
様
相
を
た
だ

ち
に
語
る
も
の
で
は
な
い
が 、

多
く
の
地
点
で
複
数
例
を
認
め 、

後
述
の
狂
俳

に
よ
る
分
布
や
先
述
の
今
日
の
状
況
と
も
か
な
り
共
通
す
る
点 、

そ
の
傾
向
性

は
信
じ
て
よ
い
と
思
う 。

右
に
よ
れ
ば 、

少
く
と
も
終
止
連
体
形
「
セ
ル
」

は 、

既
に
乙
の
期
に
今
日
の
分
布
地
域
に
ほ
ぼ
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る 。

天
保
期
以
降
は 、

尾
張
を
中
心
に
美
濃
・

三
河
に
活
動
が
及
ぶ
狂
俳(
雑
俳)

今Anb

資
料
が
有
益
で
あ
る

。

句
作
の
一

部
に
作
者
の
居
所
な
ど
が
添
え
ら
れ 、

分
布

の
検
討
に
も
役
立
つ

。

幕
末
ま
で
の
三
0
年
間
を
ま
と
め
て
み
る
と 、

や
は
り

「
セ
ル
」

を
中
心
K
下
一

段
式
が
よ
く
現
れ
る 。

地
域
別
に
い
く
つ
か
例
示
し

て
み
よ
う
(
〈

〉
内
に
所
在
地
を
示
す
旧
郡
名
等
を
補
っ
て
示
す)

。

ま
ず 、

名
古
屋
・

熱
田
近
辺
の
例
は 、

O
雪
駄
履

羽
根
突
姉
の
邪
魔
ヲ
せ
る

ア
ツ
タ
(
天
保
叩
太
答
集
五)
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。
渡
り
初

メ剖引
橋を
退
く

評)

乙
れ
を
図
む
尾
張
周辺
部の
例は 、

O
川
向へ
槌
上
る
時
音か
せ
る
犬
山
菜
巻
(天
保7
太
箸
集二)

スシ

』}}ii

O
桂
鮪
寝ざ
し
せ
る
子
が
笛
蒸
す
ハ
クロ
〈
羽
黒
郡〉
羽
柳
(安
政4

た
ま
か
し
は五)

O
穴
な
し
娘
わ
るい
事せ
りゃ
く
ら
い
つ
く
東
条八
中
島
郡〉
某
巻

(太
箸
集二)

O
茶
樽
枕
冬の
自に
せ
りや二
日
有る
ナ
ル
ミ

清
雅
(安
政2
た
ま

か
し
は
四)

知
多地
方で
も 、

Oほつ
ほっ
と
せ
る
巨
縫
割ら
ずに
すh
る
玉
子つ
く
チ
タ
衣
浦
琴

糸
(天
保
期か
を
だ
ま
き
築)

O
古
木の
紅
梅
残っ
た
蔵で
療
治せ
る
チ
タ
下ナ
ワ
玉
川
(安
政
中

期
た
ま
か
し
は
七)

三
河
地
方は
西
部
を
中
心
と
し
た
例で
ある
が 、

O
髄の
毘ほ
と
匂ふ
ロ
二
ツつ
』
けて
欠
伸
剖引
ニ
シ
木〈
西
尾〉

イロハ
(嘉
永3
か〉
み
草)

O
待
遠
な
事
別
家

胡引制
糊
売
らせ
まい
東フ
ク
タ
〈
西
加
茂
郡〉一

口
巻
(た
ま
か
し
は
七)

O
お
皿
髪
ギ
ツ
チヨ
間
似

制別判
唾
か
ける
三
岡
サキ
〈
岡
崎〉
水
月

(嘉
永4
た
ま
か
し
は二)

岐
阜
県
美
濃
地
方の
例
も 、
東
西に
広
く
現れ
る 。

O日
参せ
る
後
家
ア
ノ
公
事
ア
善
左さ
が
無
利
な

一
水
(た
ま
か
し
は
七)

呑
校〈
名
古
屋
援
者V
(天
保立
狂
俳
角
力

東
美
駄
知〈
土
岐〉

ケン??HV

-1-u

拳
揮
せ
る
腕
白い

トナ市，
O
隣の
若
旦
那

だ
ま
き
集)

O
麓の
宿
木
地
細工
せ
る
穣
櫨
鳴る

2
た
ま
か
し
は一)

活
動
圏に
限
りが
あ
り 、
東三
河
以
東 、
奥美
濃
地
方の
例に
乏
しい
が 、
以

上は
先の
主
要な
分
布
地
域と
ほ
ぼ
重な
り 、
また
少例な
が
ら 、
と
の
期に

は
仮
定
(己
然)
形
「セ
リャ」
も
確
認さ
れ
る
の
で
ある 。
そ
の
早い
もの

ふja、O
中な
ほ
りせ
りゃ
あ
けの
鐙(文
政5
鵜
鵡かへ
し)

O
豆
腐やの
瞬
辞
宜せ
りや
腰
を
延さ
れ
る
(天
保8
選
集
楽)

な
ど
が
あ
り 、
初め
の
例は
文
政
期の
似口
(地口)
集の
文
語
調の
もの
に

現れ
る
の
で
ある 。
ζ
の
点 、
「セ
リャ」

形
も
文政
期
頃
に
は
存し
た乙
と

に
な
る
が 、
先の
戯
作
類や
説
教記
録に
は
現れ
な
かっ
たと
と
か
らみ
て 、

天
保
期
あ
た
りに一
般
化し
た
とい
え
よ
うか 。
連
用
形は
相
変ら
ず
「シ」

の
勢
力が
強い
が 、
文
化・
文
政
期に
はい
く
ら
か
「セ」
形
も
ゆ
れと
しで

あっ
た 。
乙
れ
を
参
考に
す
れ
ば 、
未
然
形・
命
令
形
は
「セ」
を
語
幹と
す

る
もの
で
あ
る
か
ら 、
と
の
期に
ほ
ぼ
下一
段
式

ρセ
ルd
が
成
立
し
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

た
だ 、
乙
れ
が
先の
分
布
地
域に 、
等し
く 、
全て
の
活
用
形に
そ
ろっ
て

い
た
わ
けで
は
ない
か
も
知
れ
な
い。
連
用
形
は
「シ」
を
保
ちが
ちで
あ

り 、
意
志
形
「シ
ョ
l」
↓
「シ
ョ
ウ」 、
命
令
形
「セ
ヨ」
↓
「ショ
l」

「シ
ヨ」
な
ど
の
動
き
も一
部に
あっ
た
可
能
性
も
否
定は
で
き
ない 。
し
か

し 、
以
上に
よ
れ
ば 、
乙
の
地
域に
大
勢と
し
て
の
下一
段式

グセ
ルd
が
成

注7

立
し
たと
と
は
疑い
ない 。
ち
な
みに 、
近
世
後
期の
上
方
(
京・
大阪・
近

江)・
伊
勢 、
江
戸およ
び
関
東
近
在の
雑
俳
に
よ
れ
ば 、
乙
れ
らは
全て
基

美イ
マ
ヲ
〈
安
八
郡V
花
兄
(を

大ガ
キ
〈
大
垣〉
三
ツ
星
(嘉
永
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本
的に
サ
変
型
を
よ
く
保っ
てい
る 。
関
東の
もの
は 、
却っ
て
伝
統
的
表
現

に
し
ば
ら
れ
が
ちな
た
め グシ
ルH
が
出ない
の
か
も
知
れ
な
い
が 、

Hセ
ルd
が

や
は
り
東
海
地
方
西
部に
集
中
す
ると
と
は 、
乙
乙
で
も
同
様な
の
で
あ
る 。

と乙
ろ
で
「シ
ラレ
ル」
形は 、
狂
俳で
も
や
は
り
あ
る
程
度の
広が
り
と

数
を
もっ
て
現
れ
る 。

O
小
野
小
町
を
女
房に
持
俗
気も
少し
し
ら
れ
た
り
唐
臼
八
海
束
郡〉

(
天
保
7
狂
俳
玉
初)

O
掛
ケル
暖
廉
握
り
玉
辞
宜し
ら
れ
た
り
八
岡
崎〉
鳥川
(
嘉
永2
浮

草
集)

「ラ
レ

ル」
へ
続く
殆ん
ど
が乙
の
形
で
ある 。
俗
語
的
性
格の
資料の
た
め

と
も閉じ
わ
れ
る
が 、
ま
た乙
の
形
が
か
な
り一
般
化
し
たと
と
も
考
え
ら
れ

る 。
とこ
ろ
で 、
乙
の
形
は 、
後
述
の
様に
近
世の
上
方や
江
戸に
も
広く
現

れ
る 。
上
方で
は
サ
変
型
活
用
を
よ
く
保つ
が 、
殆
ん
ど
唯一
の
承
接上の
ゆ

れ
と
し
て
多
く 、
室
町
期に
も
あ
る 。
尾
張の
そ
れ
は 、
乙
の
伝
播
形
か 、
ま

た
は
共通の
音
声
的
事
情
か
ら
生じ
た
の
で
あ
ろ
う 。
い
ず
れに
し
ろ 、
グセ

ルd
の
発
生
事
情と
由
来
を
異に
す
る
もの
で
あ
る 。

下一
段
式
は
明
治
以
降に
も
多く 、
狂
俳に
は 、

アマ

イ
ケン

tit--ゴ
シ

O
酸い
も
甘い
も
せ
か
ずに
異
見せ
る
御
新さ
イ7
ヲ
カ
一
楚
(明

治叩
乙
の
花
集二)

O
手
軽な
料
理
開
業せ
る
遊
人
(明
治也
生
原
集)

な
ど
が
大正
期に
か
けて
散
見さ
れ 、
「
矯
め
るべ
き
方
言
俗
語」
(序)
を
収

め
る
『な
ほ
し
て
ほ
し
い
東
参
方一言』
(大
正日)
に
は
「
佐
行
を 、
せ
(否

定
形)、
せ
(
速
用
形)、
せ
る
(終
止
形)、
せ
る
(速
休
形)、
せ
れ
(仮
定

形)、
せ
(い)
(
命
令
形)
と
活
用
す
る
もの」
の項
が
み
え
る 。
美
濃
地
方

に
下一
段
型
が
あ
る
こ
と
は
述べ
た
が 、
金
子
貞二
『
奥
美
濃よ
も
や
ま
話』

(一
|五

昭
和必
!日)

に
は
「せ
にゃ
い
か
んっ
て
話い
て」
「乙
りや
鍛

だ
けせ
て
お
い
て」
(却
話)
「まl
ず
仕
事せ
よ 、
仕
事せ
よ
で
な 。
仕
事さ

い
せ
りや
ヒ
ダル
い
思い
は
せ
るに
ば
ん」
(凶
話)
な
ど
の
例
が
あ
る
(た

だ
連
用
形
は 、
や
は
り
「シ」
形
が
多い)。

乙
の
様に

グセ
ルH
の
分
布の
両
端に
か
な
りの
下一
段
型
が
あ
り 、
文
献

に
よ
れ
ば
尾
張
近
辺
も乙
の
傾
向が
強
く
認
め
ら
れ
た 。
初めに
述べ
た
今日

の
「セ
ル」
の
分
布は 、
以
上の
様な
背
景を
もつ
もの
で
あっ
た 。
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ニ 、
発
生
要
因と
その
特
性

一
般に
活
用
型の
変
化が
起乙
る
と
す
れ
ば 、
語
幹の
統一
・

類
似
型へ
の

類
推な
どに
よっ
て
単
純
化に
向か
うと
と
が
多い 。
二
段
活
用の一
段
化 、

ナ
変・
ラ
変の
四
段
化
も乙
うし
た
もの
で
あっ
た 。
そ
の
根
底に 、
言
語の

い
わ
ゆ
る
経
済
性が
関
与し
てい
る乙
と
は
述べ
る
ま
で
もない 。

サ
変の
場
合 、
未
然
形
「セ」
に
語
幹を
統一
さ
せ
る
下一
段
化 、
連
用
形

「シ」
に
よ
る
上一
段
化 、
強い
て
加
え
れ
ば
四
段
化 、
の
可
能
性
が
あ
る 。

勿
論そ
の
使用
度や
誇
構
成の
活
発さの
点か
らは 、
サ
変
裂が
そ
の
ま
ま
保

た
れ
る
可
能
性
も
あ
り 、
事
実 、
上
方
語
や
江
戸語で
はと
の
状
況が
続い
て

い
る 。
乙
れ
が 、
東
海
地
方
西
部で
は 、
大
勢と
し
て
下一
段
化に
向かっ
た

の
で
あっ
た 。
し
ば
ら
く
尾
張
方
言
を
中心に 、
そ
の
要
因を
考え
て
み
る 。

一
つ
に 、
命
令
形
「セ
ヨ」
も乙
れに
あ
ず
かっ
た
と
思われ
る
が 、
と
れ

は
上
方で
も
同
様で
説
得
力
が
ない 。
語
幹と
な
る
「セ」
の
勢
力
を
更に
強

め
る
要
因が
求め
ら
れよ
う 。
そ
と
で 、
乙
の
地
方に
盛
行
する
未
然
形
承
接

の
助
動
詞「(ウ)
ズ」
「7
イ」
が
思い
合さ
れ
る 。

「(ウ)
ズ」
は 、

Oそ
ん
な
ら

外の
に
叫
べ剥
(軽
世
界
四十
八
手引
オ)
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O乙
うい
ふ
た
い
もな
い
と
と
が
あっ
て 、
ど
ふ
剖
引と
思っ
た
わい
な

(
四
編
の
綴
足
捌)

Oづつ
な
か
ら
あ
ず
が 、
ま
あ
暫
くで
ゃ
に 、
乙
らへ
よ
(お
経
様
附)

O
忘
れ
て
な
ら
すか
亀の
市
ア
梓か
り
賃な
(文
政5
と
かへ
り
集)

と 、
意
志・
推
量・
反
語の
方
言
的
表
現法
を
広
く
形
成
する 。
「マ
イ」
は 、

かたとき

O
如
来
様の
御
慈
悲
を
片
時
忘
れ
て
は
な
らん
ぞ
や 。
忘る
と 、
如
来
様は

お
じ
ゅ

つ
な
い
ぞ
よ 。
そ
ん
な
ら
忘
れ
ら
れ
は
せ
まい
が
や(お
経
様団)

O
ま
あ
伊
勢
楼は
昨日
も
お
と
と
い
も
行っ
た
で
悪ひ 、
お
きに
せ
まい
か

や
(軽
世
界
四
十
八
手幻
オ)

トコロテン

lit-

O
突
とる
心
太
ヱ
イ
男
斗
見と
ら
まい
(た
ま
か
し
は
七)

O
勘
七 、
ゑ
らふ
おそ
なっ
た 、
も
う
ゆ
か
剖刊
か(夢
中
角
庵
戯
言HH
オ)

と 、
打
消の
意
志・
推
量 、
更に
よ
く
「マ
イ
カ」
形
で
勧
誘
表
現
を
な
す 。

そ
し
て 、
四
段
活
用
を
含め
未
然
形
承
接
が
普通
で
あ
ると
と
も
特
徴で
あ

る 。
と
う
し
た
承
接法
は 、
中
世の
京
都語に
も
傾
向と
し
て
は
存
し
た
が 、

更に
徹
底
し
て
方
言
的
用法
を
な
し
て
い
る 。
た
だ 、
既に
終
止法
的な
用法

に
限
ら
れ
て
い
る 。
打
消法
は
勿
論
「セ
ン
(ヌ)」
形
で
ある
が 、
助
動
詞

的に
頻
用
も
さ
れ
て
い
る 。'l!?l

ほら
たて

lisBi

O
己
は
さ 、
腹は
立
せ
ん
ぞ
や 。
腹は
立
せ
ん
が
比
大切
な
利
益
を 、
又し

わが

て
も
/\

呼
出の
は 、
夫は
汝
等が
な
ぐ
さ
みと
い
ふ
物でご
ざ
る
(お

経
様
肌)

O
盆
で
撰
小
豆
本
妻の
気じ
ゃ
た
ま
れ
せ
ぬ
(た
ま
か
し
は
四)

こ
の
様に 、
口
頭
語に
あっ
て
極
め
て
頻
度の
高い
表
現法
を
な
す
助
動
詞
群

が
サ
変
未
然
形
「セ」
の
勢
力
を
高め 、
命
令
形な
ど
と
共に
「セ」
に
語
幹

を
統一
する
誘
因と
なっ
た
と
思
わ
れ
る 。

乙
れに
対し 、
上一
段
化の
可
能
性
を
もっ
連
用
形
「シ」
の
勢
力
を
高め

る
もの
に
は 、
過
去の
助
動
詞
「ツ
ラ」・
敬
語
辞
「ナ
サレ
ル」
な
ど
が
あ

る 。
し
か
し 、
「ツ
ラ」
は
資
料に
みる
限
りで
は
先の
もの
程の
勢
力は
な

く 、
「ナ
サ
レ

ル」
は乙
の
形
で
十
分〈
為る
V
の
敬
体
表
現が
で
き 、
「シ」

の
頻
度を
特に
増
す
要
因に
は
乏
しい
の
で
ある 。

も
う一
つ 、
類
推を
起乙
す
可
能
性の
ある
もの
に 、
伎
役の
助
動
詞
「(サ)

セ
ル」
が
あ
る 。
上
方で
は
近
世
前
期の
内に
四
段
化
し
たの
に
対
し 、
尾
張

近
辺
で
は
下一
段
型が
盛ん
で
あ
る 。
前に
述べ
た乙
と
が
あ
る
が 、
上
方に

注8

先ん
じ
た
と
思
わ
れ
る二
段
活
用の一
段
化に
よ
る
もの
で
あ
ろ
う 。
乙
れに

関
連
して
か 、
上
方で
四
段
型
が
普通と
思
わ
れ
る
サ
行
活
用の
他
動
詞が 、

尾
張で
は
下一
段
的な
形
を
と
るこ
と
も
多い 。

O
此
女
衣
服
を
乞
といへ
ど
も 、
不
果
問 、
字
右
衛
を
頼み
此
六
助に
か
せ

(貸)
た
る
衣
服
取
候て
給は
れと一玄(
鴎
鵡籍
中
記)

O
桜
紅
葉
貸せ
る
朱
傘に
麿か
ける
有
芳
(元治
慶
応
期
花
の
魁)

O
阿国
湖
一切毒サ
ア
申 、
お
肴
釦
吋
目…
一位
M
V
山一
一均
一山
一向
刊の
盈
何
を
わ
らや
が
る

(経
世
界
四十
八
手但
ウ)

O
縫
子の
芦
荷で
転ハ
せ
た
地
蔵
起
す(た
ま
か
し
は
六)

と
の
他
「
刺せ
た」
「
千せ
た」
「
話
せ
た
り」
(狂
俳)
「
云ひ
交せ
た」
「
話

せ
ま
せ
う」
(お
経
機)
な
ど
が
あ
り 、
共に
可
能
動
詞で
は
ない 。
中で
も

「
貸せ
る」
は
連
用
形に
止
ま
ら
ず
盛ん
で
ある 。
『日
本
言
語
地
図』
刊
に
よ

れ
ば 、
今日
乙
の
八
貸セ
ル
〉
が
中部
地
方・
山
陰
地
方に
分
布
し 、
『
解
説』

に
「相
手に
対し
て
働
き
か
ける
動
作」
の
た
め
「
使
役の
助
動
詞
(稿
者
注

ーと
れ
は
下一
段型
の
も
の)
か
らの
類
推が
働
く」
乙
と
に
よっ
て
成っ
た

可
能
性
を
指
摘し
て
い
る 。
先の
多くの
例
も 、
ζ
の
様な
事情が
働い
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
尾
張近
辺
に
お
ける
下一
段
型の
使
役の
助
動
詞の
強

さ
が
窺え
る
の
で
ある 。
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ま
た 、
次の
様な
例
も
参
考と
な
る 。

O

同同凶一お
まい
に
今っ
き
放さ
れ
て
や 、
傍
輩
衆の
前へ
といh
了
内の

衆に
恥
しい::: 。
今
迄の
通
りに
成っ
て
お
く
れ
な
さ
れ 、
手を
合て

ト
や
るせ
な

拝
み
ま
する
モ
シ
/\

HH'E
ヘよ
る
べ
定め
ぬ
浮
草の:::
(
女
楽

〈
宅
ヨ
て
式

巻
m
針
女
:恋
人)

Oそ
の
俵
名
を
警か
え
て
義
理に
せ
る
虻
鳴
(天
保ロ
続
太
答
集)

O
長い
夜
首の
く
り
/\

大きに
制副
桂
(
弘
化3
鉄
く
まで)

右
は 、
例
え
ば
「や
る
せ
な
く
さ
せ
る
うた」
と
あ
りたい
とこ
ろ
を 、
サ
変

動
詞
形に
よっ
て
表
現し
た
もの
と
理
解
さ
れ 、
使
役
と
サ
変動
詞の
近
さ
を

思
わ
せ
る 。
先
述の
未
然
形
「セ」
の
強
さに
加え 、
ζ
の
使
役の
助
動
詞の

意
味と
形
態の
近
さに
引
か
れ
て
「セ
ル」
「セ
リャ」

形
が
生
じ
て
も
不
思

議は
ない 。

グセ
ルd
は 、
以
上の
様な
要
因
に
よっ
て
生
じ
た
もの
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る 。

さ
て 、
右の
要
因と
し
て
の
事項
が
分
布
す
る
の
は
ど
の
辺
りで
あ
ろ
う

持 。
牛
山
初
男・
江
端
義
夫
氏
等に
よ
れ
ば 、
今
日
「(ウ)
ズ」「マ
イ(カ)」

は
東
海
東
山
地
方に
広
く
あ
り 、
使
役の
助
動
詞は
『口
語法
調
査
報
告
書』や

奥
村三
雄
氏
等に
よ
れ
ば 、
ほ
ぽ
西
美
濃
以
東が
下一
段
型の
地
域で
ある 。

更に
西
部
方
言
的な
命
令法
「(為)
ヨ
(イ)」
打
消法
「(為)
ン」
が
重

な
る
の
は
『
口
語法
調
査
報
告
書』
や
牛
山初
男
氏
他に
よ
れ
ば 、
明
治
以
来

ほ
ぽ
静
岡
市
周辺
以
西・
長
野
県
南
信以
南・
岐
阜
県以
西
とい
えよ
う 。

近
世
期
前
後の
分
布は
難
しい
が 、
「(ウ)
ズ」
は
『
物
類
称
呼』
に
尾
参

駿
甲
信と
あ
り 、
膝
栗
毛
物な
ど
で
も
大
体
同
様で
ある 。
「7
イ」
の
分
布

も
広い
が 、
そ
の
勧
誘法
も
膝
栗
毛
物で
は
美
濃・
近
江
あた
りか
ら
遠
州
付

近
と
か
な
り
広い 。
江
端
氏に
よ
れ
ば 、
今日
は
もっ
と
東
部に
及ぶ
点 、
か

つ
て
も
駿
州
あた
りま
で
広がっ
てい
た
可
能
性が
高い 。
ま
た
今日
「
行コ

マ
イ」
「
為ヨ
マ
イ」
な
ど
の
承
接法
も
ある
が 、
古
く
は
「
為7
イ」
な
ど

未
然
形
承
接を
原
則と
し
たと
と
は
江
端
氏
も
述べ 、
文
献
も乙
れ
を
物
語

る 。
命
令法
・

打
消法
も明
治
以
来か
な
り
安
定し
てい
る
点 、
近
世
期も
同

様で
あっ
た
可
能
性が
あ
ろ
う 。
ちな
みに
駿
府遊
里
を
描
く
酒
落
本
「
安部

川の
流」
(文
化叩)
に
は 、
土
地
人
の
「
!ロ」

「
|

ナイ」
が
認め
ら
れ
る 。

た
だ
『
東
海
道
中
膝
栗
毛』
で
は
判
然と
せ
ず 、
「
l

ナイ」
は
遠
州に
入
り

込ん
で
い
る
状
況
も
あ
る 。
伎
役の
助
動
詞につ
い
て
は 、
上
方は
四
段
裂で

あ
り 、
伊
勢
も
冠
付
雑
俳に
よ
れ
ば
同
様 、
法
尾・
三
河
周辺の
狂
俳で
は一

段
型
と 、
今日
と
相
似
的な
状
況が
認め
ら
内
初 。

近
世
期
前
後の
く
わしい
分
布
状
況は
更に
検
討を
要
する 。
し
か
し 、
乙

う
み
る
と
先の

グセ
ルd
の
分
布する
東
海地
方
西
部
が 、
最
もよ
く
右の
要

因と
なっ
た
事項
の
重な
る
地
域で
あると
と
は
動か
ない 。
と
う
し
て 、
と

の
グセ

ルd
の
発
生
要
因の
妥当
性が
ほ
ぼ
確か
め
ら
れ 、
同
時に

グセ
ルd

の
分
布
領
補棋の
怠
味
も
示
唆さ
れ
てい
る
と
思われ
る 。

乙
れ
を
近
世
語の
広が
りに
おい
て
眺
め
る
時 、
どの
様な
特
性が
窺え
よ

注日

うか 。
湯
沢
幸
吉
郎
氏の
もの
に
よっ
て 、
上
方
語・
江
戸語の
状
況
と
対照

さ
せ
て
み
た
い 。
今 、
先の

グセ
ルH
発
生の
要
因と
なっ
た
事項
を
中
心

に 、
そ
の
状
況
を
表2
に
ま
と
め
て
み
た 。

上
方で
は
語
幹を
「セ」
に
そ
ろ
え
て
下一
段
化
する
可能
性は
ある
が 、

使
役の
助
動
詞は
四
段
化し 、
「(ウ)
ズ」
「マ
イ
(カ
ご
も
衰
退
し 、
条
件

は
整わな
い 。
室
町
期に
は
「(ウ)
ズ」
「マ
イ
(カ
と
も
活
発
で
あっ
た

が 、
一
方 、
二
段
活
用の一
段
化に
代
表さ
れ
る
活
用
体
系の
再
編の
動
き
は

ま
だ
不
十
分で 、
サ
変
活
用
も
安
定
的で
あっ
た
ろ
う
し 、
勿
論 、
使
役の
助

動
詞
も二
段
型で
あっ
た 。
加え
て 、
文
化
的
背
景を
もっ
た
規
範の
強
さ
も

ある 。
事
実 、
上
方の
サ
変は
近
世
期
を
通
じ
て
か
な
り
安
定し 、
変
種
は 、
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東海地 方 西 部 の サ 変 動詞 “セル" の成立をめぐっ て

一
般に
異な
る
活
用

傾
向
を
みせ
る
漢
語

サ
変
を
除
け
ば 、
わ

ず
か
に
先の
「シ
ラ

レ
ル」
形
程
度
なの

で
あ
る 。

江
戸語は
伎
役の

助
動
詞が
下一
段
型

で
あ
る
も
の
の 、

「(ウ)
ズ」
「7
イ

(カ)」
は
活
発で
な

く 、
命
令法
・

打
消

法
か
ら
は 、
む
し
ろ

上一
段
化
を
誘
う
可

能
性
が
高い 。
湯
沢

氏に
よ
れ
ば 、
サ
変

は
か
な
り
安
定
的で

あ
る
が 、
中に
「セ
ラレ
ル」
l

「シ
ラレ
ル」 、
「スマ
イ」
l

「シマ
イ」 、

「セ
ナン
ダ」
l「シ

ナ
ン
ダ」 、
「スベ
1」
|

「シベ
1」

の
双
方が
殆ん

ど
併
存
す
る
と
も
あ
る 。
右
は
助
動
詞の
承
接法
上の
ゆ
れ
と
解
さ
れ
も
す

る
が 、
特
に
サ
変・
カ
変に
限っ
て
多い
様で
あ
ると
と
を
考
え
る
と 、
サ

変の
場
合 、
上一
段
傾
向
を
は
ら
む
例と
も
み
な
せ
よ
う 。
例
え
ば
酒
落
本

に
は 、
特
殊
な
階
層に
よ
る
極め
て
稀
な
例
で
は
あ
る
が
「ど
ふ
や
ら
手
め

と〈しん

で
あ
ん
ま
り
おい
ら
を乙
けに
す
る
か 。
そ
れ
ぢ
や
ア
ど
ふ
も
得
心
な
ら
ね

へ 。
乙
の
ほ
ん
は
な
ん
で
も
お
れが
U引
(為る)
の
だ
な
ん
ぞ
とい
やァ
が

言 打
法1 商

命 使

地 事項宝五
( マ ウ 役
ウ イ ( ( 
� � ヨ ン 令 助ズ カ ウ 動) ) 

ナ
域 イ 法 詞) 

※ セ イ上方 セ ショー セ (セヨ) (サ)ス(四段)

尾張 ショー セ ヨ (サ) セル (一段)セ セ (セー) セ (セイ)
※ 

江戸 シ シ ロ (サ)セル(一段)シ (シ ョー)
※上方・江戸の「マイ」は勧誘法が乏しく尾張ほど活発ではない。

地域的対照表2

っ
た
か
ら」
(天
明3
卯
地
臭
窓

注ロ
れ
る 。

き
おい
の
例)
な
ど
上一
段
式
も
認め
ら

右に
よっ
て
も
東
海
地
方
西
部の

グセ
ルd
の
特
異
性は
明
らか
で
ある 。

そ
れは 、
命
令法
・

打
消法
で
は
西
部
方
言
系 、
「(ウ)
ズ」
「7
イ
(カ
ご

は
上
方の
古
態
的
事項
が
方
言
的
伸
長をと
げ 、
一
方、
使
役の
助
動
詞は
上

方に
先が
けて
起こっ
た一
段
化に
よ
る
型
式といっ
た
諸
事
象が 、
ちょ
う

ど
重
なっ
た
地
域に
生じ
た
もの
で
あるこ
とに
な
る 。
乙
の
意
味でグセ
ルd

は 、
と
の
地
域の
言
語
状
況
をよ
く
反
映・
継
承
し
た
存
在とい
え
る
で
あ
ろ

う 。
地
方
的な
言
語が 、
近
隣の
威
光
的な
言
語に
影
響を
う
けな
が
ら
も 、

一
方で
独
自の
内
的
方
向
性
を
もっ
て
変
容してい
く 、
具
体
的な一
例と
す

るこ
と
が
で
きよ
うか 。

三 、
発
生
時
期
と
そ
の
経
緯

八
発
生〉
を 、
乙
乙
で
は 、
いつ
頃
どの
様な
要
因と
経
緯で
そ
れ
が
きざ

し
始
め
た
か
をい
う
もの
と
す
れ
ば 、
成
立
と
要
因の
大
筋は
述べ
た 。
時
期

につ
い
て
は
ど
うで
あ
ろ
う 。

終
止
連
体
形
「セ
ル」
は
寛政よ
りか
な
り以
前に
成
立
してい
たこ
と
は

疑い
ない 。
し
か
し 、
具
体
的
な
時
期は 、
資
料
に
之
し
く
明
確に
で
き
な

い 。
た
だ 、
先の
発
生
要
因
を
手
掛
りに 、
間
接
的に
ある
程
度の
時
期を
推

測
す
る乙
と
は
で
き
る 。

グセ
ルグ
発
生の
要
因の
内 、
ひ
と
ま
ず
打
消
の
助
動
詞な
ど
は
古
く
か
ら

存
す
る
もの
で 、
除
外
さ
れ
る 。
「(ウ)
ズ」
「7
イ
(カ)」
は 、
京
都
地
方

で
は
中
世
期に
盛
行してい
た 。
東
海
地
方へ
の
伝
播
も 、
そ
の
近
さ
か
ら
み

て
こ
れに
遅
れ
ない
時
期が
想
定さ
れ
る 。
今日
そ
の
分
布が
東
海
地
方の
東

部に
ま
で
及び 、
「(ウ)
ズ」
はロ
ド
リ

ゲ
ス
が
東
国の
用法
を
述べ
て
い
る
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ζ
と
も
参
考に
な
る 。
と
な
れ
ば 、
中
世
後
期
頃に
「セ
ル」
が
生じ
始
め
た

可
能
性は
あ
る 。

し
か
し 、
乙
れ
が
安
定し
た
形と
な
る
た
め
に
は 、
も
う一
つ 、
類
推
要
因

の
使
役の
助
動
詞
「(サ)
セ
ル」
形に
よ
る
と
乙
ろ
が
大きい
の
で
は
な
か

ろ
う
か 。
そ
うで
な
け
れ
ば 、
規
範の
問
題
を
し
ば
ら
く
保留
す
れ
ば 、
上
方

で
も
「(ウ)
ズ」
「マ
イ
(カ)」
が
行
わ
れ 、
二
段
活
用
の一
段
化
もや
や

進
みつ
つ
あっ
た
と
思
わ
れ
る
中
世
末
か
ら
近
世
初
期に
「セ
ル」
が
少し
は

生じ
て
もよ
さ
そ
うで
あ
る
が 、
文
献に
は乙
れ
を
見
出せ
ない
の
で
あ
る 。

ま
た
「セ
ル」
の
発
生を
中
世
末に
過
ら
せ
る
と 、
尾
張の
文
献に
仮
定
(巳

然)
形
「セ
リャ」

の
現
れ
る
時
期
と
勢
力
は 、
い
か
に
も
遅
く
弱い
乙
と

に
な
る 。
乙
うし
て 、
下一
段
型の
伎
役の
助
動
詞の
成
立
時
期が
問
題と
な

る 。と
の
点につ
い
て
は 、
尾
張
近
辺
で
の
こ
段
活
用の一
段
化
か
ら
述べ
る
必

要が
あ
る 。
かつ
て
記
し
た
が 、
近
世
後
期の
資
料K
よ
れ
ば 、
尾
張の
二
段

型の
出
現
率は
上
方に
比べ
て
か
な
り
低
く 、
江
戸の
様
相に
等しい
もの
で

注8

あっ
た 。

さ
て 、
上
方で
は 、
一
段
化
が
予
想
さ
れ
る
ラ
行下二
段
敬
語
辞
(召
サル

ル・
ナ
サル
ル・
下サ
ル
ル
の
類)
と
使
役の
助
動
詞
「(サ)
スル」
が
近

世
前
期に
四
段
化
し
た 。
上
方で
の
二
段
活
用の一
段
化
は
元
禄か
ら
享
和に

か
けて
盛ん
に
なっ
た
とい
わ
れ
る
が 、
ラ
行
下二
段
敬
語
辞
は 、
早い
もの

は
近
世
初
期か
ら
四
段化
を
進め 、
使
役の
助
動
詞
も 、
や
や
遅
れ
る
が
宝
暦

注目

頃に
は
四
段
化
を
完
了し
た
と
さ
れ
る
の
で
ある 。
ま
た 、
そ
れ
ぞ
れの
四
段

注u

化の
要
因につ
い
て
も 、
説
得
性の
あ
る
説
明が
な
さ
れてい
る 。
た
だ乙
れ

は 、
主と
し
て
四
段
化
を
積
極
的に
進め
る
要
件で
あ
り 、
私は
そ
れ
を
可
能

に
し
た
も
う一
つ
の
条
件に 、
上
方に
おい
て一
段
化の
動き
が
相
対
的に
い

ま
だ
微
弱で 、
殊
に
辞的
要素に
ζ
れ
が
及
ば
な
かっ
た
とい
う
事情
もひ
そ

ん
で
い
た
の
で
は
ない
か
と
考えてい
る 。

と
の
類が 、
濃
尾
地
方で
は
上
方と
対照
的に
下一
段
化
形で
現れ
る 。
今

日 、
伎
役の
助
動
詞は
美濃
以
来で一
段
型が
盛ん
と
さ
れ
る
と
と
は
述
べ

た 。
ラ
行
下二
段
敬
語
辞
も 、
東
美
濃一
帯に
「ナレ
ル」
(「ナ
サレ
ル」

よ
り)
「
ク
ダレ
ル」
(「下
サレ
ル」
よ
り)
な
ど
の
形
で
存
続
する 。
近
世

注目

期の
資
料で
も
同
様で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、

O
関
取
さ
ん
虫
歯で一
夜
泣千
な
れ
る
(嘉
永6
た
ま
か
しは三)

Oかh
さヱ
茶
を一
ツ
く
だ
れ
ん
か
(
女
楽
巻悶)

まづしょにん
か
ぜ

えい

O
先
諸
人が
風
邪
を引
ぞ
や 。
す
る
と 、
「
あ
れは
ねつ
を
さ
ま
すと
能」

11111

ま
ちが

と
言て
ねつ
を
はっ
し
さ
せ
る
が 、
あ
れ
は
間
違ひ
で
ゃ
なふ
(お
経
殺

苅)
以
上の
状
況を
見
合せ
る
と 、
美
濃
近
辺
以
東に
上
方に
比べ
て
相
対
的κ

早い
二
段
活
用の一
段
化の
勤きが
生じ 、
右の
類
も
四
段
化の
動きが
強
ま

る
前に乙
れに
従っ
た
と
考え
る
の
が
自
然で
あ
ろ
う 。
そ
の
時
期は 、
上
方

注8

で
の
動
向を
考
慮し
て 、
遅くと
も
近
世
初
期
頃と
推測さ
れ
た 。

と
の
「(サ)
セ
ル」
の
成
立
を
まっ
て
し
ば
ら
く
の
後 、
他の
要
因と
の

複
合か
ら
Hセ

ルd
の
安
定的な
発
生
が
進ん
だ
と
考え
る
の
で
ある 。
と
の

点を
勘
案
す
る
と 、
一
応 、
近
世
中
期
頃
が
可
能
性の
ある
時
期と
想
定
で
き

る
と
恩
う 。
そ
の
後 、
次
第に
下一
段
化
が
仮
定
(巴
然)
形に 、
時に
ある

い
は
地
域に
よっ
て
は
連
用
形に
も及
び 、
天
保
頃に
は
下一
段式サ
変
動
詞

Hセ
ルd
が
成っ
た
と
思
わ
れ
る ο
た
だ
し 、
勿
論
乙
れ
は
他の
活用
型の
変

程の
存
在まで
否
定
する
もの
で
は
ない 。
あ
く
ま
で 、
大
勢と
し
て μセ
ルd

が
強
かっ
たと
と
をい
うの
で
ある 。

発
生
地につ
い
て
は 、
条
件が
整え
ば
個
別に
似た
現
象の
起こ
り
得る
文
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法
形
式に
関
す
るこ
と
が
らで
あ
り 、
先
述
の
発
生
要
因
の
現れ
具
合か
ら
み

て 、
少
差は
あっ
て
もほ
ぼ
同
時に
生じ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思わ
れ
る 。
た

だ 、
一
段
式が一
定の
型
式
を
な
し
今日
ま
で
存
続
す
る
た
めに
は 、
や
は
り

都
市
を
か
か
え
た
濃
尾
平
野
あた
り
の
文
化
的
背
景を
考
え
て
もよ
い
で
あ
ろ

.つ 。

東海地方 西 部 の サ 変 動詞 “セノレ" の成立を め ぐ っ て

最
後に 、
サ
変
型に
対
する
下一
段
化が
終
止
連
体
形に
早く 、
仮
定
(巳

然)
形
が
続
き 、
連
用
形
が
最
も
起乙
りに
く
かっ
た
理
由につ
い
て 、
一
応

の
考
え
を
添
え
て
お
く 。
連
用
形は 、
一
般に
使
用
頻
度が
高い
た
め 、
旧
来

の
形
が
保
た
れや
すかっ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
終
止
連
休
形と
仮定
(巴
然)

形につ
い
て
は 、
既に
仮
定
(己
然)
形は
接
続法
の一
部
を
分
担
す
る
に
す

ぎ
ず 、
使
用
度は
低
下
し
た
と
考
え
ら
れて 、
右
と
同じ
点か
ら
は
説
け
な

い 。
一
体 、
例
え
ば二
段
活
用
の一
段
化
の
際 、
右
の
活
用
形
の
ど
ち
ら
が
先

に一
段
化
しや
す
かっ
た
か
(語
幹
を
改
め
た
か)
とい
う
問
題は 、
ま
だ
明

確
な
か
た
ち
で
述べ
ら
れ
て
い
ない
様で
あ
る 。
た
だ 、
実
態
的
な
点で
は 、

注凶

ど
うや
ら
巳
然
形
の
方が
旧
来
の
形
を
保っ
と
と
が
多い
模
様で
あ
り 、
サ
変

の
下一
段
化
の
場
合と
共通
す
る 。
仮にと
の
傾
向が
か
な
り一
般
的
な
も
の

と
し
て
考
え
る
と 、
と
れ
に
はい
わ
ゆ
る
陳
述
的
な
面が
関
与し
て
い
る
の
で

注げ

は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る 。
阪
倉
篤
義・
南
不二
男
氏
な
ど
の
考え
を
援
用
す
れ

ば 、
事
柄
的
次
元
の
表
現で
ある
終
止・
逮
体
形
と
主
観
的
次
元
の
表
現で
あ

る
仮
定・
己
然
形
と
に
は 、
大き
な
質
的
な
異
りが
あ
る 。
と
の
表
現
性
の
差

異
を
反
映
す
る
形
で 、
よ
り
主
観
的な
仮
定
(己
然)
形に
対
する
語
形
認
識

が
強
く
働い
た
の
で
は
な
い
か 、
と
し
ば
ら
く
考
え
て
み
た
い 。

現
在乙
の
地
域に
は 、
細
か
く
み
れ
ば
上一
段
的・
五
段
的な
サ
変
変
穫
も

あ
り 、
そ
の
活
用に
は
多
様な
も
の
が
あ
る 。
過
去に
もζ
う
し
た
傾
向
は
存

在
し
た
か
と
思
わ
れ
る
が 、
実
際の
文
献で
は
少
例に
す
ぎ
な
かっ
た 。
そ
の

点 、
や
や
図
式
的な
考
察に
すぎ
た
と乙
ろ
も
あ
ろ
うが 、
反
面で
は 、
や
は

り グセ
ルd
型
活
用
の
強
さ
を
恩わせ
る 。

現
代の
様
相につ
い
て 、
各
活用
形ご
と
の
分
布を
みる
必
要が
あ
る 。
先

述
の
方
言
的な
成
立
要
因
の
衰
退に
伴っ
て 、

グセ
ルH
の
減
退
も
あ
ろ
う 。
ま

た 、
グセ

ルd
とグシルd
の
分
布と
そと
に
ひ
そ
む地
域
的な
動
向の
迷い
に
関

する
問
題
も
興
味ぷ
かい 。
と
れ
らにつ
い
て
は 、
今
後
の
課
題
と
し
たい 。

資
料

。一
般
庶
民
府
を
主
と
し
て
描
く
も
の
H

春
秋
酒
子
伝
(
究
政
5)
四
多
好
協

(
周
辺)
女
楽
巻
(
周
辺
か)
憐
窓
紗
(
同
日)
以
上 、
酒
落
本 。
浮
雀
遊

戯
嶋
(
文
化
問)
津
島
土
産
(
文
化
日)
滑
稽
紙
図
守
(
文
化
臼)
以
上 、

滑
稽
本 。

O
主
と
し
て
遊
里
を
舞
台
と
す
る
も
の
H

軽
世
界
四
十
八
手
(
究
政
ロ)
指
南

車
(
享
和
2)
駅
客
娼
穿
(
文
化
元)
南
浜
野
凶
玉
子
(
同
2)
南
駅
夜

光
珠
(
同
4)
夢
中
角
熔
戯
言
(
文
政
2)
以
上 、
酒
落
本
風
の
も
の
多

'u。
O
説
教
記
録
「
お
経
様」
(
文
化・
文
政
相刑)

乙
の
他
「
四一編
之
綴
足」
(
文
化
辺-
m)
も
参
考
と
し
た 。
用
例
の
所

在
は 、
写
本
に
依
っ
た
も
の
は
私
に
付
し
た
丁
数 、
そ
の
他
は
尾
崎
久
弥
氏

の
翻
刻
(『
名
古
屋
叢
書』
『
文
化
財
叢
書』
所
収)
の
頁
数
を
示
し
た 。
説

教
記
録
は
村
上
重
良
校
注
『
お
経
線』
(
東
洋
文
庫)
に
よ
り 、
そ
こ
に
合
ま

れ
る
四
六
編 、
編
年
体
説
教
に
つ
い
て
み
た 。
「
園開
鵡
鎚
中
記」
は
『
名
古

屋
叢
書』
に
よ
る 。
雑
俳
は 、
鈴
木
勝
忠
『
未
刊
雑
俳
資
料』
を
主
と
し 、

作
品
名・
成
立
時
期
も
と
れ
に
従
い 、
「
生
原
集」
は
三
輪
窓
三
「
尾
北
地

方
に
お
け
る
狂
俳
流
行
の
実
態
に
つ
い
て」
(「
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論

集」
3
号)
所
収
の
も
の
に
よっ
た 。
な
お 、
引
用
に
当
たっ
て
は 、
支
障
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の
な
い
部
分
の
表
記
を
改
め
た
所
が
あ
る 。

注
1
「セ
ル」
「
シ
ル」
の
分
布
図
は 、
日
本
方
言
研
究
会
第
出
回
(
於
広
島

大)
「
発
表
原
稿
集」
印
頁
に
示
し
た 。
ち
な
み
に
近
世
末
期
の
様
相
も

こ
れ
と
似
た
傾
向
が
想
定
で
き
る 。
H

セ
ルH
の
分
布
は
本
論
に
言
う
と

お
り 。
，

シ
ルd
系
は 、
江
戸
勇
み
(
天
明
3
卯
地
臭
怠)
俳
譜
師
(
安

政
6
上
演
小
袖
曽
我
翻
色
縫)
新
宿・
葛
飾
の
人
(
享
和
3
甲
駅
夜
の

錦
寛
政
2
田
舎
談
義)
に
「
シ
ル」 、
越
後
大
沼
郡
の
人
(
天
明
6
田

舎
芝
居)
に
「
シ
ル」
「
シ
レ
パ」 、
膝
栗
毛
物
「
善
光
寺
道
中」
「
上
州

草
津」
に
広
く
「
シ
ル」
が
点
在 、
近
世
期
以
前
の
様
相
を
と
ど
め
る
と

思
わ
れ
る
「
美
浪
能
郷
猿
楽
狂
言
詞
章」
(『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成』

4)
に
「
シ
ル」
「
シヨ」
等
が
あ
る 。
乙
れ
ら
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

も 、
前
記
「
原
稿
集」
に
示
し
た 。

注
2

活
用
を
「
|

型」
と
す
る
の
は
型
の
成
立
が
確
固
と
し
た
も
の、
「
|

式」
は 、
外
れ
る
変
種
も
あ
る
が 、
そ
の
傾
向
の
強
い
も
の
と
し
た
い 。

注
3

近
世
期
尾
張
地
方
の
方
言
資
料
に
つ
い
て
は 、
拙
稿
「
近
世
尾
張
方
言

研
究
の
資
料
と
方
法」
(「
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報」
お)
「
説
教

記
録
『
お
経
様』
と
そ
の
こ
と
ば」
(「
国
語
学」
問)
な
ど
で
述
べ
た 。

注
4
と
と
で
の
「
サ
変
動
詞」
は 、
単
に
サ
変
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず 、
八
ス

ル
〉
の
怠
の
類
全
て
を
含
め
た
も
の
で
あ
る 。

注
5
「
美
滋ニ
テ
シ
ル」
は
本
稿
の
主
張
と
奥
る
様
で
あ
る
が 、
美
濃
北
西

部
の

グ
シ
ルd
と
の
接
触
地
域
の
形
が
た
ま
た
ま
中
央
に
及
ん
だ
(
活
用

の
ゆ
れ
に
際
し
て
は
珍
し
く
な
い
は
ず)
も
の
を
尼
張
の

M
セ
ルH
と
強

く
対
照
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う 。
美
濃
に
も
H

セ
ルH
は
多
い
の
で
あ
る 。

注
6

狂
俳
の
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
は 、
拙
稿
「
後
期
近
世
語

資
料
と
し
て
の
雑
俳
|

長
二一一
E
g
場合
1」

(
品
d
司
令
と
ば

の
論
文
集』
昭
和
田
所
収)
で
述
べ
た 。

注
7
一
つ
問
題
な
の
は 、
『三
河
物
語』
に
「
刈
悶
を
し
る
と
き
く
よ
り
も」

と
上一
段
式
変
穏
が
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
乙
と
で
あ
る
(『
原
本
三
河

物
語』
研
究
筒
剖
頁
参
照) 。
ζ
れ
は 、
③
近
世
初
期
束
三
河
方
言
の
反
映

@
直
ち
に
と
う
は
考
え
な
い 、
の
二
つ
が
あ
ろ
う
が 、
し
ば
ら
く

@
を
採

り
た
い 。
④
な
ら 、
近
世
後
期
及
び
今
日
の
こ
の
地
方
の

グ
セ
ルH
の
強

さ
と
く
い
違
い
が
大
き
す
ぎ 、
説
明
が
困
難
で
あ
る 。
サ
変
の
ゆ
れ
の
初

期
的
状
況
と
み
ら
れ
な
い
と
と
も
な
い
が 、
『
三
河
物
語』
に
か

セ
ルH
系

は
な
く 、
こ
の
様
に
も
考
え
難
い 。
大
久
保
彦
左
衛
門
は
浜
松・
駿
府・

関
東
に
も
長
く
居
住
し 、
晩
年
に
と
れ
を
記
し
た
点 、
関
東
の

グ
シ
ルH

に
接
す
る
機
会
も
多
く 、
と
の
反
映
と
考
え
る
余
地
も
十
分
あ
ろ
う 。
な

お
後
考
と
す
る 。

注
8

拙
稿
「
近
世
尾
張
方
言
の一
段
化
を
め
ぐ
る
覚
書

|t近世初の東西方言

の一
線相
||」

)「
国
語
学
研
究」
日)
で
考
察
し
た 。
論
証
過
程
は
乙
れ

に
ゆ
ず
る 。

注
9

以
下 、
牛
山
初
男
『
東
西
方
言
の
境
界』
(
昭
和
川制) 、
江
端
義
夫
「
中

部
地
方
域
の
方
言
に
お
け
る
未
来
の
表
現
の
分
布」
(
国
語
学
会
昭
和
田

年
春
季
大
会
「
要
旨
集」)
同
「
中
部
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言

地
理
学
的
研
究
E」
(「
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要」
部
号)
奥
村
三
雄
編

『
岐
阜
県
方
言
の
研
究』
な
ど
を
参
照 。
右
の
諸
氏
の
も
の
は 、
特
に
断

ら
な
い
限
り
乙
れ
に
よ
る 。

注
目

伊
勢
冠
付
で
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
娘
駕
か
ら
下
り
て
あ
き
れ
さ
す」(
天
明

寛
政
頃
山
田
冠
勝
句)
「
毎
晩
/\
娘
と
養
子
か
行
/\
と
親
あ
ん

じ
引」
(
文
化
3
銅
山
田
冠
勝
句
さ
な
ど
四
段
型
が
基
本 、
尾
張
狂
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俳
で
は
「
揃へ
る
履
物
周
探
ま
せ
と
る
小
間
し
め
る」
「
羽
織
と
ら
せ

る
関
ひ
く
い」
(
た
ま
か
し
は一二)
な
ど
下一
段
型
が
圧
倒
的
で
あ
る 。

注
日

湯
沢
幸
吉
郎
『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究』
『
江
戸
言
葉
の
研
究』
に
よ
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る 。

両
者
に
は
時
間
的
な
ず
れ
も
あ
る
が

、

傾
向
を
知
る
上
に
大
き
な
不

都
合
は
な
い

。

以
下 、

同
氏
の
も

の
は
と
れ
に
よ
る 。

注
mM

と
の
他 、

江
戸
近
在
の
例
は
注
1

参
照 。

注
目

ラ
行
下
二
段
敬
語
辞
と
二
段
活
用
の
一

段
化
に
つ
い
て
は 、

坂
梨
隆
三

「
ラ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化
」
(「
国
語
と
国
文
学
」

昭
和
田
・
1)
「
近

松
世
話
物
に
お
け
る
こ
段
活
用
と
一

段
活
用
」
(「
国
語
と
国
文
学
」

昭
和

必
-

m)
、

使
役
の
助
動
詞
の

四
段
化
に
つ
い
て
は

、

奥
村
三
雄
「
近
世

京
阪
語
の
伎
役
辞
」
(
「
国
語
国
文
」

昭
和
必
・
1)

を
多
照 。

注
日比

-
7
行
下
二
段
敬
語
辞
の
四
段
化
に
つ
い
て

、

坂
梨
氏
は
注
目
論
文
で

、

「
終
止
形
相
当
『
(
ら)

る
る
』

↓
『(
ら)

る
』」
「
命
令
形
(
な
さ)

れ

い
↓

(
な
さ)

れ
」
「
『
動
詞
+
(
ら)

る
る
』

↓
一

語
動
詞
と
し

て
の
認

識
」

の
要
因
を
指
摘
す
る 。

使
役
の
助
動
詞
の
四
段
化
に
つ
い
て

、

奥
村

氏
は
注
目
論
文
で
「
サ
行
四
段
式
他
動
詞
形
の
類
推
」
「
シ
ヤ

ル
・

ナ
サ

ル
・
ク
ダ
サ
ル
等
に
認
め
ら
れ
る
一

般
的
な
四
段
化
傾
向
」

を
想
定
し

て

い
る 。

注
目

注
3
・
6
・
8
の
拙
稿 、

お
よ
び
「
近
世
尾
張
方
言
に
お
け
る
ラ
行
下

二
段
敬
語
辞
の
一

段
化
」
(
「
文
芸
研
究
」

邸
)

で
述
べ
た

。

注
m

注
目
坂
梨
論
文 、

お
よ
び
奥
村
三
雄
「
所
調
二
段
活
用
の
一

段
化
に
つ

い
て
」
(
『
近
代
語
研
究
』

第
二
築)

に
よ
る 。

注
汀

阪
倉
篤
義
『
語
構
成
の
研
究
』

南
不
二
男
『
現
代
日
本
語
の
構
造
』

参

照 。

な
お 、

終
止
連
体
形
・

仮
定
(
己
然)

形
と
い
う
活
用
形
の
把
え
方

と
陳
述
性
の
異
り
と
は
対
応
し
が
た
い
と
乙
ろ
も
あ
る
が

、

と
乙
で
は
傾

向
性
を
知
れ
ば
十
分
で
あ
る 。

〈
付
記
〉
本
稿
は
日
本
方
言
研
究
会
(
第
幻
回)

で
の
発
表
を
補
訂
し
た
も

の

で
す

。

資
料
そ
の
他
に
つ
い
て
御
教
示
を
得
た
鈴
木
勝
忠
・

樋
口
芳
麻
呂

.

中
出
惇
の
各
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

||
岩
手
大
学
教
育
学
部
講
師
||
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